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ラット卵巣摘出骨粗鬆症モデルにELD 0.005 μg/kg、0.1 μg/kgおよび0.2 μg/kgを投
与した研究では、ELDは骨密度低下と骨の力学的特性を用量依存的に改善したことが報告さ
れている。そこで本研究においては0.0025 μg/kg、0.05 μg/kg、 0.1 μg/kgの投与を行
った。その結果、脛骨内骨膜面ではELDは用量依存的に骨形成を促進することが明らかとな
った。ELDは破骨細胞を活性化させるreceptor activator of nuclear factor κB ligand
（RANKL）陽性細胞数を減少させ、骨吸収を抑制すると報告されていて、低用量では骨吸収
の抑制にともなって骨形成の低下を生じたと考えられる。高用量では力学的負荷に反応す
る骨形成を亢進させ、この低下を凌駕したと考えられる。ELDはミニモデリングと呼ばれる
骨形成反応をカルシトリオールの10倍生じることが知られており、ELDは力学的負荷へ反応
する骨モデリングの亢進をもたらしたことが示唆される。 
 
結 論 
ラット皮質骨に対する力学的負荷とELDの関係を検討した結果、ELDは力学的負荷による
皮質骨形成反応を相乗的に増強することが明らかとなった。 
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